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敷地前面海域の断層の連動に関する評価について
（地質調査結果報告書）（地質調査結果報告書）
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１．調査概要

【調査内容及び調査範囲】１．断層の連動評価に関する経緯について

旧原子力安全・保安院から，「平成23年東北地方太
平洋沖地震の知見等を踏まえた原子力施設への地震
動及び津波の影響に関する安全性評価の実施につい
て（指示） （平成23 11 02原院第4号）に関して

泊発電所

て（指示）」（平成23･11･02原院第4号）に関して，
「泊発電所については、敷地前面の海域において、長
さ10キロメートルから40キロメートル程度の複数の断
層が雁行しており、当院は、平成23年東北地方太平
洋沖地震において想定以上の地震セグメントの連動が
発生したことを踏まえ それらの断層の連動を考慮して

海上音波探査
実施範囲

発生したことを踏まえ、それらの断層の連動を考慮して
地震動及び津波の評価を実施する必要がある」との指
示を受け，敷地前面海域の断層の連動について検討
を行った。

連動の検討にあた ては 敷地前面海域に分布する

30k
m沿岸部調査範囲

反射法地震探査測線

黒松内低地帯
北部

30km
FS-10断層

意
見
聴
取
会

①海上音波探査
岩内堆南方～弁慶岬西方・寿都湾周辺

②地形調査・地表地質踏査
沿岸部及び黒松内低地帯北部

③反射法地震探査

連動の検討にあたっては，敷地前面海域に分布する
断層の走向・傾斜，地質分布等を踏まえ，N-S方向に
概ね線状あるいは帯状に分布するFs-10断層，岩内
堆東撓曲及びその周辺に認められる小規模な褶曲を
連動の対象として評価し，その内容については，第8回
及び第13回地震 津波に関する意見聴取会において

反射法地震探査測線

岩内堆東撓曲

会
の
審
議
に
お
け ③反射法地震探査

白炭断層付近及び朱太川河口付近
④ボーリング調査（段丘調査等）

沿岸部

及び第13回地震・津波に関する意見聴取会において
審議された。

意見聴取会では，「連動評価の南方延長部及び陸域
の黒松内低地帯の北端部付近の地質データが不鮮明
である または 不足している という趣旨の指摘が

け
る
連
動
の
検
討

である，または，不足している」という趣旨の指摘が
あったことから，岩内堆東撓曲南方への活断層の連続
性及び黒松内低地帯北端部の地質構造を確認するた
め，平成24年3月より弁慶岬西側及び寿都湾周辺に
おいて地質調査を実施し，敷地前面海域の断層の連
動について検討を行 た

凡 例

黒

弁慶岬

寿都湾

討
範
囲

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

動について検討を行った。

なお， 調査結果及び評価については，
①岩内堆南方の地質・地層構造
②黒松内低地帯の断層の北端部の地質・地質構造

に整理して報告する

黒
松
内
低
地
帯
のに整理して報告する。

意見聴取会の審議における連動の検討範囲

の
断
層
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２．岩内堆南方の地質・地質構造

【 】【海上音波探査の概要】
当該海域の地質・地質構造の評価にあたっては，今回実施した海

上音波探査結果等を踏まえ，既往の海上音波探査記録についても
再検討を実施した。

２．岩内堆南方の地質・地質構造

今回調査
泊3号炉原子炉
設置変更許可

表 今回調査及び泊3号炉原子炉設置変更許可申請時
に実施したマルチチャンネル音波探査の仕様

今 調 設置変更許可
申請

デジタル方式マルチチャンネル音波探査

音源 エアガン
ウォーター

ガン
ブーマー

エアガン
（GIｶﾞﾝ）

発振エネルギー
約100,000J
約15,000J※1 約2,900J 約300J

約95,000J
約48,000J※1

発振周波数
数Hz～140Hz

数Hz～
250Hz※1

10Hz～1kHz
400Hz～
14kHz

5Hz～140Hz
250Hz

発振間隔
12.5m
6.25m※1

2.5m
(一部

3.75m※2)

1.25m
(一部

2.5m※2)

25m
12.5m※1

受振器の
ﾁｬﾝﾈﾙ数

48ch
12ch※1 16ch 16ch

96ch
48ch※1ﾁｬﾝﾈﾙ数 12ch※1 48ch※1

受振点間隔 12.5m 2.5m 2.5m 12.5m

受振フィルター
0～400Hz

0～2,000Hz※1 30～2,000Hz 
30～

4,000Hz
3～500Hz

収録時
サンプリングレート

1ms
0.2ms※1 0.2 ms 0.1ms 1ms

データ処理時
サンプリングレート

1ms
0.5ms※1 0.5ms 0.1ms 2ms

凡 例

後期更新世以降の活動が
否定できない断層等

※1 沿岸部
※2 水深に応じて実施
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２．岩内堆南方の地質・地質構造

【調査海域の海底地形】
岩内堆南方には，寿都海底谷にほぼ並走して長さ5km程度

でN-S走向の複数の背斜（岩内堆南方背斜：①～④）が，断続
的に認められ それぞれバルジ状の高まりを形成している的に認められ，それぞれバルジ状の高まりを形成している。

一方，岩内堆南東には弁慶岬北方から伸びる海脚状の高まり
及び寿都海脚が認められ，これらの地形の高まりの基部のさら
に南方に寿都湾湾口部が位置する。

寿都湾湾口部には NE SW方向に伸びる地形の高まりが形成

岩内堆南方背斜①

寿都湾湾口部には，NE-SW方向に伸びる地形の高まりが形成
され，この高まりにより寿都湾が外海と区切られているようにみ
える。

岩内堆南方背斜①

岩内堆南方背斜②

岩内堆南方背斜③

岩内堆南方背斜④

弁慶岬
寿都湾

凡 例

後期更新世以降の活動が

調査海域の海底地形

後期更新世以降の活動が
否定できない断層等

調査海域の海底地形
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２．岩内堆南方の地質・地質構造

【調査海域の地質】【調査海域の地質】
岩内堆周辺の海盆部では，主にⅢ層以下の地層が分布し，岩内堆及び寿都海底谷に並走するバルジ状の高まりには，Ⅳ層及びⅤ層

が海底付近に分布する。寿都海脚及び弁慶岬北方の海脚状の高まりならびに沿岸部には，Ⅴ層及びⅥ層が海底付近に分布する。
弁慶岬周辺及び寿都湾東方の沿岸部に分布するⅤ層及びⅥ層は，陸域との対比より，黒松内層（鮮新統）及び二股層（上部中新

統）の火山岩または火砕岩であると推定される また 本目より西方沿岸に分布するⅥ層は 陸域との対比より 折川層（中部～上部統）の火山岩または火砕岩であると推定される。また，本目より西方沿岸に分布するⅥ層は，陸域との対比より，折川層（中部～上部
中新統）の砂岩，シルト岩等と推定される。

地質層序表

凡 例

弁慶岬
寿都湾

本目

後期更新世以降の活動が
否定できない断層等

主な地質分布
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無断複製・転載等禁止

測線B-26

【海上音波探査結果】

岩内堆東撓曲

岩内堆南方背斜①

岩内堆寿都海底谷

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

岩内堆の西側基部に寿都海底谷
の断層（Fs-16断層），東側基部に
岩内堆東撓曲が認められる。岩内堆東撓曲が認められる。

後期更新世以降の活動が
否定できない断層等

音波探査記録（測線B-26 音源：ｴｱｶﾞﾝ）
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２．岩内堆南方の地質・地質構造

無断複製・転載等禁止

測線EW2

岩内堆南方背斜①

岩内堆南方背斜②

岩内堆南方背斜①
後期更新世以降の活動が否定できない断層等

寿都海底谷の西側（測点200付近）に寿都海底谷の西側（測点200付近）に
岩内堆南方背斜①による地形の高まり
が認められる。

寿都海底谷

後期更新世以降の活動が
否定できない断層等

音波探査記録（測線EW2A 音源：ｴｱｶﾞﾝ）
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２．岩内堆南方の地質・地質構造

無断複製・転載等禁止

測線EW3

岩内堆南方背斜①

岩内堆南方背斜②

岩内堆南方背斜②

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

寿都海底谷の西側（測点4付近）に岩内堆

岩内堆南方背斜②

寿都海底谷
寿都海底谷の西側（測点4付近）に岩内堆

南方背斜②による地形の高まりが認められる。

後期更新世以降の活動が
否定できない断層等

音波探査記録（測線EW3A 音源：ｴｱｶﾞﾝ）
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２．岩内堆南方の地質・地質構造

無断複製・転載等禁止

測線EW4

岩内堆南方背斜②

岩内堆南方背斜③岩内堆南方背斜③

岩内堆南方背斜④

岩内堆南方背斜③

岩 方 ④

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

寿都海底谷の西側（測点450付近）に岩内堆寿都海底谷の西側（測点450付近）に岩内堆
南方背斜③による地形の高まりが認められる。

寿都海底谷

後期更新世以降の活動が
否定できない断層等

音波探査記録（測線EW4A 音源：ｴｱｶﾞﾝ）
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２．岩内堆南方の地質・地質構造

無断複製・転載等禁止

測線EW6

EW6A EW6SA

岩内堆南方背斜③

岩内堆南方背斜②

岩内堆南方背斜③

岩内堆南方背斜④

岩内堆南方背斜④
後期更新世以降の活動が否定できない断層等

寿都海底谷の西側（測点530付近）に
岩内堆南方背斜④による地形の高まりが
認められる。

寿都海底谷

後期更新世以降の活動が
否定できない断層等

音波探査記録（左：測線EW6A 音源：ｴｱｶﾞﾝ，右：測線EW6SA 音源：ｴｱｶﾞﾝ，ｼｮｰﾄﾏﾙﾁﾁｬﾝﾈﾙ）
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無断複製・転載等禁止

測線EW7

EW7A EW7SA

岩内堆南方背斜③

岩内堆南方背斜④

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

寿都海底谷の西側（測点300付近）に岩

岩内堆南方背斜④

寿都海底谷の西側（測点 付近） 岩
内堆南方背斜④による地形の高まりが認
められる。

寿都海底谷

後期更新世以降の活動が
否定できない断層等

音波探査記録（左：測線EW7A 音源：ｴｱｶﾞﾝ，右：測線EW7SA 音源：ｴｱｶﾞﾝ，ｼｮｰﾄﾏﾙﾁﾁｬﾝﾈﾙ）
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無断複製・転載等禁止

EW8A EW8SA

測線EW8

EW8A EW8SA

岩内堆南方背斜④

岩内堆南方背斜④南方延長部
後期更新世以降の活動が否定できない断層等

岩内堆南方背斜④の南方延長部では，
地形の高まりは認められず，短波長のⅥ
層の褶曲構造が認められる。

後期更新世以降の活動が
否定できない断層等

音波探査記録（左：測線EW8A 音源：ｴｱｶﾞﾝ，右：測線EW8SA 音源：ｴｱｶﾞﾝ，ｼｮｰﾄﾏﾙﾁﾁｬﾝﾈﾙ）
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無断複製・転載等禁止

測線EW9

岩内堆南方背斜④

後期更新世以降の活動が否定できない断層等
岩内堆南方背斜④延長部

海底地形には凹凸は認められない。
沿岸部のⅥ層の褶曲は Ⅲ層に不整合沿岸部のⅥ層の褶曲は，Ⅲ層に不整合
で覆われ，Ⅲ層に変形を与えていない。

後期更新世以降の活動が
否定できない断層等

音波探査記録（測線EW9W 音源：ｳｫｰﾀｰｶﾞﾝ）
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２．岩内堆南方の地質・地質構造

無断複製・転載等禁止

測線EW9

岩内堆南方背斜④

岩内堆南方背斜④延長部

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

沿岸部のⅥ層の褶曲は，Ⅲ層に不整
合で覆われ Ⅲ層に変形を与えて な合で覆われ，Ⅲ層に変形を与えていない。

音波探査記録（測線EW9B 音源：ﾌﾞｰﾏｰ）

後期更新世以降の活動が
否定できない断層等



16 16
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無断複製・転載等禁止

測線EW13

岩内堆南方背斜④岩内堆南方背斜④

岩内堆南方背斜④延長部後期更新世以降の活動が否定できない断層等

沿岸部のⅥ層の褶曲は，Ⅲ層に不整沿岸部のⅥ層の褶曲は，Ⅲ層に不整
合で覆われ，Ⅲ層に変形を与えていない。

後期更新世以降の活動が
否定できない断層等

音波探査記録（測線EW13B 音源：ﾌﾞｰﾏｰ）
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２．岩内堆南方の地質・地質構造

無断複製・転載等禁止

測線EW14

岩内堆南方背斜④岩内堆南方背斜④

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

沿岸部及び西側のⅥ層の褶曲は，Ⅲ沿岸部及び西側のⅥ層の褶曲は，Ⅲ
層及びⅤ層に不整合で覆われ，これらの
地層に変形を与えていない。

後期更新世以降の活動が
否定できない断層等

音波探査記録（測線EW14B 音源：ﾌﾞｰﾏｰ）
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２．岩内堆南方の地質・地質構造

【陸域の地質及び地質構造との対比】

無断複製・転載等禁止

【陸域の地質及び地質構造との対比】
地表地質踏査結果より，弁慶岬西側では，中部～上部中新統の折川層，

上部中新統の二股層，鮮新統の永豊層が分布し，歌島～本目の沿岸域に
上部鮮新統～中部更新統の歌島層が分布する。
大局的に折川層は，NW-SE走向で約30°～80°傾斜の急立した構造が大局 層 ， 走 傾 し 構造

主で，二股層は，折川層とほぼ同じ走向で約20°～60°傾斜でやや急立
して分布し，折川層とは不整合または一部整合関係である。永豊層はNW-
SE走向で下位層より緩傾斜で分布し，下位層を不整合で覆う。歌島層は，
下位層で形成された堆積盆を埋めるように，ほぼ水平～緩傾斜で分布する。

大平川東方には折川層～二股層の背斜・向斜がNW-SE方向で狭い間隔
で連続して分布しており，これらは，測線EW8及びEW9の沿岸部に認められ
るⅥ層の波長の短い褶曲と調和的である。これらの構造は，陸域においては，
永豊層，海域ではⅢ層が傾斜不整合で覆っており，Ⅲ層に変形を与えてい

歌島

本目

ないことから，後期更新世以降の活動は認められないものと考えられる。
また，幌内川付近に認められる背斜・向斜は，NNW-SSE方向で沿岸まで

連続するが，測線EW14でⅥ層をⅢ層が傾斜不整合で覆っており，Ⅲ層に変
形を与えていないことから，後期更新世以降の活動は認められないものと考
えられる

大平川

本目 えられる。

後期更新世以降の活動が否
定できない断層等

地 質 図

幌内川

地 質 図
B B’

A A’

地質断面図
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２．岩内堆南方の地質・地質構造

【海成段丘の分布】
沿岸部において，航空レーザー測量によるDEMにより1/2,500の地形図を作成し，詳細な空中写真判読を実施した。さらに，地表地

質踏査，ボーリング調査等により，段丘堆積物の確認を行い，地形分類及び海成段丘の高度を把握した。質踏査，ボ リング調査等により，段丘堆積物の確認を行い，地形分類及び海成段丘の高度を把握した。
弁慶岬西側の沿岸部では，政泊地点，歌島沼地点，美川地点でMm1段丘の段丘堆積物を確認した。その高度は約27m～約28mで

あり，段丘堆積物の分布高度等からは，高度不連続は認められない。
なお，歌島沼地点以南では，主に河成段丘が発達する。

①政泊地点(P20)
＜約27m＞

②豊岡地点(P20)

③美川地点(P21)
＜約27m＞

④歌島沼地点(P21)
＜約28m＞

＜約27m＞

地形分類図地形分類図
（ ＜＞はMm1段丘堆積物を確認した標高）
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２．岩内堆南方の地質・地質構造

無断複製・転載等禁止

【①政泊地点】
政泊地点では，永豊層の凝灰角礫岩を基盤としており，その上位に海成段丘堆積物を確

認している。ボーリング調査で確認した海成段丘堆積物の上面の標高は，約27mである。

地質断面図

【②豊岡地点】【②豊岡地点】
豊岡地点では，永豊層の火山円礫岩を基盤岩と

する。標高約25m～約26mに基盤岩の平坦面が確
認され，その背後は基盤岩が緩傾斜で連続する。

豊岡ｰ3においてやや風化した円礫を含む砂礫層
が分布し，それらの上位に扇状地性堆積物及び崖が分布し，それらの上位に扇状地性堆積物及び崖
錐堆積物を確認している。

調査位置図
地質断面図
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【③美川地点】
美川地点では，基盤の歌島層の砂層の上位に薄い段丘堆積物が分布し，それを扇状地性堆

積物及び崖錐堆積物が覆っていることを確認している。調査で確認した海成段丘堆積物の上
面の標高は，約27mである。

地質断面図

【④歌島沼地点】【④歌島沼地点】
歌島沼地点では，基盤の歌島層の砂層の上位に

海成段丘堆積物及び洞爺火山灰を確認している。
露頭で確認した海成段丘堆積物の上面の標高は，
約28mである。

基盤
海成段丘堆積物

基盤
（歌島層）

歌島沼地点露頭写真

歌島沼周辺断面図
調査位置図
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【岩内堆南方背斜の評価】
・岩内堆の南西方向には，長さ5km程度でN-S方向の複数の背斜（岩内堆南方
背斜①～④）が，寿都海底谷の西側に断続的に認められる。これらの背斜を形
成する撓曲構造は，大局的に西傾斜の断層に起因するものと考えられ，Ⅲ層以成する撓曲構造は，大局的に西傾斜の断層に起因するものと考えられ，Ⅲ層以
下の地層を変形させ，バルジ状の高まりを形成している。撓曲構造の最新活動
時期については，Ⅱ層以上が薄いまたは分布していないことから，後期更新世
以降の活動が否定できない。

・バルジ状の高まりは，測線EW8以南では認められなくなり，測線EW9以南では，
Ⅵ層を不整合で覆 て分布するⅢ層（中部更新統）に変位及び変形が認めら岩内堆南方背斜① Ⅵ層を不整合で覆って分布するⅢ層（中部更新統）に変位及び変形が認めら
れない。

・岩内堆南方背斜①～④は，それぞれ異なる地形の高まりを形成しているが，大
局的には，同センスの撓曲構造が帯状又は線状に連なり，互いの距離が近接し
ていることから，一連の構造として評価する。

岩内堆南方背斜①

岩内堆南方背斜②

て る とから， 連の構造として評価する。

岩内堆南方背斜③岩内堆南方背斜③

岩内堆南方背斜④

凡 例

後期更新世以降の活動が
否定できない断層等




